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           発行：島根大学男女共同参画推進室（さぽっと SU-PPOT） 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
新緑のきれいな季節となりました。心地よい、爽やかな風がふいていますね。さて、 
いよいよゴールデン・ウィークも始まります。皆さん、この機会を大いに利用して、 
少し長い休日をしっかり楽しんでください。 
 
☆今号の目次 
1.  男女共同参画推進室（さぽっと）新室長の挨拶 
2.  研究支援員の配置。5 月 29 日申請締め切り。 
3.  第一回親子交流会の開催－派遣型病後児保育制度の開始に向けて－ 
4. 連載コラム「育児するお父さんへのエール」第二回  

育休の一つの事例について（下） 倉田健悟 
 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
☆ 男女共同参画推進室（さぽっと）新室長の挨拶 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
男女共同参画推進室（さぽっと）の新室長として 4 月 1 日付で柴田均理事／学術・ 
国際担当副学長が就任いたしました。 
 
就任の挨拶 

男女共同参画推進室長 柴田均 
学術・国際担当副学長のゆえんで、この度 4 月 1 日付で室長を拝命いたしました。 
文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」プログラムの推進が 
大きな課題でありますが、島根県はじめ近隣の自治体とも相互協力しながら、 
『地方から開く女性研究者の未来 in 島根』の達成を目指します。学内から女性 
研究者が生き生きと研究できる環境を構築し、プログラムで得られた成果とともに、 
学外へも発信することが使命であると考えております。 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
☆ 研究支援員の配置。5 月 29 日申請締め切り。 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
研究支援員制度は、研究と仕事と家庭の両立を困難に感じている女性研究者（理系

分野、もしくは文理融合分野の研究をしている方。所属部局は問いません）に、大



学が雇用した研究支援員を配置し、研究の補助業務を行ってもらう制度です。希望

者はぜひご利用ください。なお、本制度は昨年度から導入しましたが、昨年度利用

者からのご意見を受け、より利便性の高い制度にするべくただ今改善策を検討して

います。また、文系分野の研究者も申請できるように、制度の改善を検討していま

す。ご不便をお掛け致しますが、もうしばらくお待ち下さい。 
 
利用申請締め切り：2009 年 5 月 29 日 
研究支援員の配置期間：2010 年 3 月 31 日まで（月 36 時間を上限とする） 
 
応募要項や申請書等の必要な書類は、さぽっとの以下のページからダウンロードし

てください。 
http://www.ipc.shimane-u.ac.jp/gender/record/haken/ 
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☆ 第一回親子交流会の開催－派遣型病後児保育制度の開始に向けて－ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
男女共同参画推進室（さぽっと）は、島根大学教職員を対象とする派遣型病後児保

育制度の導入に向けて、現在、その準備を進めています。その準備の一環として、 
3月31日に保護者と病後児サポーターの顔合わせのための第一回親子交流会を開き

ました。当日は、保護者 6 人、子ども 4 人、さぽっとスタッフ 2 人が参加し、和気

あいあいとした交流を図ることができました。保護者の皆さんからは、派遣型病後

児保育制度の早期開始と交流会の継続を求める声を聞くことができました。 
 
詳しくは、さぽっとの以下のページをご覧ください。 
http://www.ipc.shimane-u.ac.jp/gender/event/H21-04-10_2/ 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
☆ 連載コラム「育児するお父さんへのエール」（２） 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
育休の一つの事例について（下） 

倉田健悟（汽水域研究センター准教授、男女共同参画推進室員） 
 前回、育児という側面から見たら、育休は制度としてあるだけで、長い子育ての中 
の一部に過ぎない、と述べた。今も、およそ 2 週間に 1 回の週末は、家族の住む家

に行き、時間のほとんどを育児と家事に充てている。ではなぜ、育休がこのコラム

の主題になるように、よく取り上げられる対象となっているのだろうか？ ・・・ 
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続きは、さぽっとの以下のページでご覧ください。 
http://www.ipc.shimane-u.ac.jp/gender/record/child-men/kurata/02/ 
 
＊ほかにも男性教職員のなかで、自分の経験や思いを共有したい、紹介したい、 
という方がいらっしゃいましたら、さぽっとまで、メールか電話でご連絡いただ 
ければ幸甚です。 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
このメールマガジンに関するご質問・ご意見は  
kyodo-sankaku@edu.shimane-u.ac.jp までお願いします。  
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
★ お願い ★  
このメールマガジンは，島根大学の構成員全員にお伝えしたい内容を掲載しており 
ます。allstaff 宛のアドレスにお送りしていますが，学部によっては講座の 代表 
者のかたにしか届かない設定がされているところがあるようです。 そのような設 
定の講座等におかれましては，代表のかたが講座内のスタッフ 全員に転送・配信 
下さいますようにお願いいたします。 また，ＰＣ環境にないスタッフがおられる 
講座等では，たいへんお手数ですが，プリントアウトして回覧していただければ 
幸甚です。  
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
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